
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

硫黄岳(薩摩硫黄島)における観測記録の一例 

No.10火口縁 NS成分 No.10火口縁 EW成分 

「港湾施設被害度診断システム」その 1  
(中部地方整備局・ニュージェック・沿岸技術研究センターの 3社で開発) 

出典：全国地震動予測地図 2017年版（地震調査研究推進本部） 

東日本大震災における緊急物資・燃料の受け入れ 出典：東北地方整備局震災伝承館 

許容時間内に一

定の港湾機能を

復旧する 災害発生直後 

も許容限界以 

上の港湾機能 

を維持する 

港湾機能の早期回復（港湾 BCP）概念図 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「港湾施設被害度診断システム」その 2  
(中部地方整備局・ニュージェック・沿岸技術研究センターの 3社で開発) 

（約２日間） 

現地調査 
施設供用 

可否判定 
緊急物資輸送 

3月 11 日 

 14:46 

地震

3月 13日 

 17:58 

3月 16日 

初動体制確立・待機 

（約３日間） 

東日本大震災における地震発生から海上輸送再開までの動き 

阪神淡路大震災における桟橋式係留施設の損傷事例（健全に見えたが鋼管杭が座屈していた） 

国内初！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「港湾施設被害度診断システム」その 3  
(中部地方整備局・ニュージェック・沿岸技術研究センターの 3社で開発) 

【重力式】 

 ◇残留水平変位 

 ◇残留傾斜角 

【矢板式】 

 ◇残留水平変位 

 ◇最大曲率比 

（矢板・控え矢板） 

 ◇設計耐力比 

 （矢板：接岸力・牽引力作用時） 

【桟橋式】 

 ◇残留水平変位 

（桟橋部・土留部） 

 ◇最大曲率比 

（桟橋杭・土留矢板） 

 ◇設計耐力比 

 （桟橋杭：接岸力 

・牽引力作用時） 

 ◇設計耐力比 

  （上部工：曲げモーメント、剪断力） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「港湾施設被害度診断システム」その 4  
(中部地方整備局・ニュージェック・沿岸技術研究センターの 3社で開発) 

■地震発生からシステム稼働～結果出力の経過 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「港湾施設被害度診断システム」その 5  
(中部地方整備局・ニュージェック・沿岸技術研究センターの 3社で開発) 
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FEM解析による変位(m)

チ
ャ
ー
ト
式
に
よ
る
変
位
(m
)

ツール 港湾施設被害度診断システム チャート式耐震診断システム

開発目的 地震発生直後の係留施設の供用可否判定 地震に対する危険性が高い沿岸構造物のスクリーニング

診断対象 システムに登録された係留施設（特定の施設） 様々な構造諸元・地盤条件の沿岸構造物（施設特定なし）

FLIPモデル 個々の施設の構造諸元・地盤条件を反映した詳細なモデル 標準的な構造形式・地盤条件により簡略化したモデル

労力 地震波形入力～供用可否判定まで自動処理 施設情報、地盤情報、地震情報をEXCEL表に手入力

出力情報

・残留水平変位
・鋼材照査結果（桟橋式、矢板式）
・上部工照査結果（桟橋式）
・供用可否（暫定供用の可否も判定）

・残留鉛直変位（桟橋式係船岸を除く）
・残留水平変位（傾斜型・重力式防波堤を除く）
・鋼材の健全性（矢板式・桟橋式のみ）
・背後地の沈下量（傾斜型堤防・重力式防波堤を除く）

診断精度
・簡易判定：FLIP解析とほぼ同等
・詳細判定：FLIP解析と同等

FLIP解析に対して安全側に評価

その他
・港湾毎に判定結果マップを作成
・クレーンの供用可否も判定可能

・重力式護岸、重力式防波堤の転倒危険性も評価可能
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